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鰍レンズ・劇撚藩騒、冬
第十六回（三二）　十一月廿四日
此のHは多数の人が不在であったため別にまとまった話がなく簡輩に終へた．
第十七回（花山）　十二月一目　　　　　　　　　　座長　上　島　講　師
1．上田激授は東京天文塁，科學博物館，水澤緯度親測所訪問の興味深）・土産話を
された．頗る面白かった（大膿土産話と云ふものは面白いものだ）・
2．稻葉理學士はPh・t・9・・phi・T・・n・it．（干午線経過罵眞灘IDに就ての大髄を読明
され，現在花山に於ける観測にこれを利用することの不適當なることを結論された・
　　　　　　　　　　　會員諸氏に訴ふ！！
　本．會の健全なる護達のため，是非，各員が一名つつの（或は其れ以上の）新
會員を御事誘ありたし・
　満員，申込書，天界見本が御入用ならばいくらでも進呈します．
　　　　　　　　　　　天　文　同．好　會
